
至出雲市�

朝
原
川�

切石古墳�

八雲風穴●�

須佐神社�

朝原公民館●�

墳
丘
は
失
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
切

石
造
り
の
小
さ
な
横
穴
式
石
室
が
残

っ
て
い
ま
す
。
石
室
の
中
は
一
人
し

か
入
れ
な
い
広
さ
で
、
一
枚
石
を
う

ま
く
組
み
合
わ
せ
て
造
ら
れ
て
い
ま

す
。
遺
物
は
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

石
室
の
特
徴
か
ら
七
世
紀
の
古
墳
と

考
え
ら
れ
、
当
時
の
中
央
で
あ
る
近

畿
地
方
の
石
室
の
影
響
も
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
地
か
ら
中
央
へ
出
向

い
た
人
が
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

小
さ
い
が
大
き
な
意
味
が

!
切
石

き

り

い

し

古
墳

簸
川
郡
佐
田
町
朝
原

7

至出雲市街地�

�
西出雲�

宝塚古墳�

●�
看板�

県道
27
7号
線�

下古志町�

出雲西高�

出
雲
西
高
校
の
東
南
側
の
水
田
の

中
に
あ
る
古
墳
で
す
。
内
部
の
横
穴

式
石
室
は
玄
門

げ
ん
も
ん

が
片
側
に
寄
る
「
片か

た

袖そ
で

式
」
で
、
中
に
は
大
き
な
家
形
石

棺
（
写
真
）
が
あ
り
ま
す
。
壁
の
石

は
切
石
を
使
用
し
、
石
が
う
ま
く
組

み
合
う
よ
う
に
加
工
さ
れ
て
い
ま
す
。

奥
の
壁
は
と
て
も
大
き
な
石
一
つ
で

作
ら
れ
、
天
井
の
石
は
大
き
な
自
然

石
を
そ
の
ま
ま
で
使
っ
て
い
ま
す
。

神
戸
川
左
岸
最
大
の
家
形
石
棺

@
宝
塚

た
か
ら
づ
か

古
墳
　
国
指
定

出
雲
市
下
古
志
町

6後�

至出雲市内�

勝定寺　�

184
神戸川�

刈山古墳群�

造尾神社　�

熊野神社　�

馬木大橋�馬木町�

畜産試験場�

至佐田�

刈
山
古
墳
群
は
、
前
方
後
円
墳
を

含
む
出
雲
市
最
大
の
古
墳
群
で
、
そ

の
中
に
小
坂
古
墳
が
あ
り
ま
す
。
熊

野
神
社
の
駐
車
場
か
ら
看
板
通
り
に

進
む
と
、
切
石
で
で
き
た
横
穴
式
石

室
が
見
つ
か
り
ま
す
。
中
に
は
奈
良

時
代
の
火
葬
骨
を
納
め
た
石
櫃

い
し
び
つ

が
残

っ
て
お
り
、
西
日
本
で
は
珍
し
い
蕨

わ
ら
び

手て

刀
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
奈
良
時
代
に
古
墳
を
再
利
用
し
た

証
拠
と
い
え
ま
す
。

出
雲
部
で
珍
し
い
横
穴
式
石
室
群

#
刈
山

か
り
や
ま

古
墳
群
（
小
坂

こ
さ
か

古
墳
）

県
指
定

出
雲
市
馬
木
町

6後�

至9号線�●パラオ�

●�

大念寺古墳�

高瀬川�

出雲一畑百貨店�

●塚山古墳�

●
上
町
局�●�

サンロー
ド�

セ
ン
タ
ー
ロ
ー
ド�

出雲市�

JA上町�

大和紡績工場�

大
和
紡
前�今市町�

今市南本町�

今市北本町�

出雲高�

出
雲
高
校
北
側
に
あ
る
大
念
寺
の

裏
山
は
、
全
長
九
二
メ
ー
ト
ル
以
上

の
島
根
県
最
大
の
前
方
後
円
墳
で

す
。
調
査
で
、
墳
丘
は
異
な
る
性
質

の
土
を
交
互
に
盛
り
、
突
き
固
め
る

と
い
う
、
当
時
の
最
先
端
技
術
で
築

か
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
全

長
一
二
・
八
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
横

穴
式
石
室
の
中
に
は
、
日
本
一
大
き

な
家
形
石
棺
が
あ
り
ま
す
。（
内
部
見

学
は
市
教
委
に
連
絡
を
）

全
国
最
大
級
の
家
形
石
棺

$
大
念
寺

だ

い

ね

ん

じ

古
墳

国
指
定

出
雲
市
今
市
町

6後�

184

上塩冶築山古墳�

至9号線� 至出雲市駅�

出雲工高�

神戸川�

●地蔵山古墳�
島根医科大�

塩冶神社�

スーパー�●�

上塩冶町�

塩
冶
町�

県
道
　
号
線�

277

巨
大
な
横
穴
式
石
室
は
全
国
に
多

数
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
古
墳
の
石
室

は
大
き
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
の

精
巧
さ
は
他
に
例
を
見
な
い
も
の
で
、

芸
術
品
と
い
っ
て
も
よ
い
く
ら
い
で

す
。
天
井
石
以
外
は
、
凝
灰
岩
の
切

石
で
巧
み
に
組
み
立
て
ら
れ
、
内
部

の
二
つ
の
家
形
石
棺
と
と
も
に
日
本

を
代
表
す
る
古
墳
で
す
。
出
土
品
は

出
雲
文
化
伝
承
館
に
展
示
。（
内
部

見
学
は
市
教
委
に
連
絡
を
）

石
造
技
術
の
頂
点

%
上
塩
冶

か
み
え
ん
や

築
山

つ
き
や
ま

古
墳
　
国
指
定

出
雲
市
上
塩
冶
町

6後�

新
宮
川�

神戸川�

●�
井
上
公
民
館�

妙蓮寺�
�

●看板�

●農業試験場�
�

　出雲西高�
●妙蓮寺山古墳�

放れ山古墳�

下古志町�

レ
ン
ガ
状
の
切
石
を
ア
ー
チ
形
に

組
み
合
わ
せ
た
横
穴
式
石
室
を
持
つ

古
墳
で
す
。
床
の
左
右
に
は
石
の
ベ

ッ
ド
が
あ
り
、
そ
こ
に
人
が
葬
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
両
袖
式
で
、
天
井
だ
け

は
大
き
な
自
然
の
石
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
、
天
井
に
ど
ん
な
石

を
使
っ
て
い
る
か
は
、
こ
の
地
域
の

横
穴
式
石
室
の
変
化
を
知
る
一
つ
の

手
が
か
り
に
な
り
ま
す
。

ア
ー
チ
形
の
石
室

^
放は

な

れ
山や

ま

古
墳
　
県
指
定

出
雲
市
古
志
町

6後�

29

伊賀見1号墳�

　鞍馬寺�

●下白石児童公園�

同
道
川�

宍道湖�

G.S●�

至玉湯�

　高宮神社�

至
出
雲
市�

９�

丘
陵
上
に
あ
り
、
古
墳
か
ら
は
宍

道
湖
を
見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

全
長
二
五
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
方
墳

と
推
定
さ
れ
、
長
さ
六
メ
ー
ト
ル
の

横
穴
式
石
室
（
石
棺
式
石
室
）
が
開

口
し
て
い
ま
す
。
一
九
五
八
年
に
調

査
さ
れ
る
ま
で
未
開
口
で
し
た
が
、
現

在
は
天
井
石
が
な
く
、
石
室
を
上
か

ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
玄
室
は

正
方
形
で
、
中
央
に
通
路
と
屍
床

し
し
ょ
う

（
死
者
を
置
く
ベ
ッ
ド
）
を
区
切
る
仕

切
り
が
あ
り
ま
す
。
壁
は
ほ
と
ん
ど
が

一
枚
の
切
石
で
作
ら
れ
て
お
り
、
よ

く
見
る
と
工
具
痕
が
残
っ
て
い
ま
す
。

入
口
に
は
閉
塞
用
の
石
（
写
真
）
が

そ
の
ま
ま
残
っ
て
お
り
、
正
面
か
ら

見
る
と
「
か
ん
ぬ
き
」
の
浮
き
彫
り
が

わ
か
り
ま
す
。
出
土
品
か
ら
六
世
紀

後
半
ご
ろ
の
古
墳
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。

宍
道
町
最
古
の
横
穴
式
石
室

^
伊
賀
見

い

が

み

１
号
墳

八
束
郡
宍
道
町
白
石

6後�

推山古墳群�

　西城寺�

　石宮神社�

身武智神社�
　�

岩船神社�
　�

至9号線�

至
加
茂�

至
大
東�

宍道湖南部広域農道�

鞍馬寺� 前
方
後
円
墳
の
一
号
墳
を
は
じ
め

三
基
の
方
墳
の
計
四
基
か
ら
な
り
ま

す
。
一
号
墳
は
丘
陵
の
傾
斜
地
に
位

置
し
、
全
長
三
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

三
・
五
メ
ー
ト
ル
で
す
。
墳
丘
の
残

り
は
よ
く
、
裾
ま
わ
り
を
歩
け
ば
形
が

わ
か
り
ま
す
。
古
墳
の
ま
わ
り
に
は
周

し
ゅ
う

濠こ
う

（
堀
）
状
の
平
坦
面
が
あ
り
、
墳

丘
か
ら
は
埴
輪
や
葺
石

ふ
き
い
し

も
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

宍
道
町
最
大
の
前
方
後
円
墳

&
椎
山

し

い

や

ま

古
墳
群

県
指
定

八
束
郡
宍
道
町
白
石

多�

6後�

至加茂�

広
域
農
道�

木
次
線�

●桜ヶ丘団地�

●�
宍道総合公園●�

島根中央�
家畜市場�

大森神社�

54
水溜古墳群�

前
方
後
円
墳
一
基
、
円
墳
一
三

基
、
方
墳
一
六
基
の
計
三
〇
基
も
あ

り
、
現
在
、
宍
道
総
合
公
園
（
古
墳

の
森
）
と
し
て
保
存
、
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
公
園
内
に
は
、
全
国
の
古

墳
の
大
き
さ
と
島
根
県
の
古
墳
の
大

き
さ
を
比
較
し
た
野
外
展
示
施
設
も

あ
り
、
古
墳
を
見
て
実
感
で
き
る
場

所
で
す
。
五
号
墳
は
二
五
メ
ー
ト
ル

も
あ
る
宍
道
町
最
大
の
方
墳
で
、
埴

輪
も
出
土
し
て
い
ま
す
。

公
園
に
な
っ
た
古
墳
群

*
水
溜

み
ず
た
ま
り

古
墳
群八

束
郡
宍
道
町
白
石

5

出雲市� 斐川町�
今市町�

塩冶町�

上塩冶町�

馬木町�

下古志町�

出雲市�

佐田町�

西
出
雲�

出雲市�

斐
伊
川�

神
戸
川�

至切石古墳�

至184号線�

至54号線�

184

184

大
田
三
刀
屋
線�

↓�

↓�

切石古墳�

大念寺古墳�

上塩冶築山古墳�

地蔵山古墳�

刈山古墳群�放れ山古墳�
宝塚古墳�

妙蓮寺山古墳�

至松江市�

至
大
田
市�

９�

エ
リ
ア
５
出
雲

い

ず

も

市
と
そ
の
周
辺

松
江
市
に
つ
ぐ
古
墳
密
集
地
で
、
こ
の
地
域
の
特
色
は
、
四
〜
六
世
紀

前
半
の
古
墳
が
少
な
い
の
に
対
し
、
六
世
紀
後
半
以
降
に
な
る
と
、
突
然

多
く
の
古
墳
が
造
ら
れ
て
い
る
点
で
す
。
県
内
最
大
の
前
方
後
円
墳
で
あ

る
大
念
寺

だ
い
ね
ん
じ

古
墳
は
そ
の
最
初
の
も
の
で
、
こ
の
古
墳
の
築
造
の
こ
ろ
に
大
き

な
社
会
的
変
化
が
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
松
江
市
に
は
た
く
さ
ん
あ
る
前
方
後
方
墳
が
、
こ
の
地
域
に
は
ま

っ
た
く
な
い
の
も
特
徴
の
一
つ
で
、
横
穴
式
石
室
も
松
江
周
辺
よ
り
巨
大

な
も
の
が
多
く
、
形
も
異
な
り
、
九
州
的
要
素
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
近
畿

地
方
の
石
室
に
似
て
い
る
部
分
も
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
内
部
の
家
形
石

棺
の
構
造
や
、
石
室
と
横
穴
墓
が
両
方
見
ら
れ
る
点
な
ど
、
松
江
周
辺
と

共
通
す
る
点
も
多
く
、
両
者
で
出
雲
の
後
期
古
墳
文
化
を
形
作
っ
て
い
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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